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市税…市民税、固定資産税、都市計画税、市たばこ税、　軽
　自動車税
都支出金…都が行うべき事業を市へ委託した場合や、市が
　行う事業に対する補助として都から交付されたお金
国庫支出金…国が行うべき事業を市へ委託した場合や、市
　が行う事業に対する補助として国から交付されたお金
地方交付税…地方団体間の財源の格差を調整するために国
　から配分されたお金
繰入金…事業のために基金から取り崩したお金
市債…学校や道路の整備のために借り入れたお金
地方消費税交付金…国勢調査による市の人口と事業所統計
　による市内の従業員数に応じて都から交付されるお金
繰越金…前年度の決算剰余のうち、今年度へ繰り越したお
　金
その他…地方譲与税、分担金、負担金、財産収入、使用料、
　手数料、寄附金など

◆目的別支出の状況（主な内訳）
市民一人当たり決算額

総務（総務費）
８,８９７円１０億１,６９５万５千円一般管理
３,２７２円３億７,４０１万７千円財産管理
３,９２７円４億４,８８８万９千円電算管理
１,７３４円１億９,８２１万８千円コミュニティ振興
４,６６９円５億３,３６１万７千円徴税

福祉（民生費）
１万６,０９０円１８億３,９１４万２千円高齢者
１万５,６８０円１７億９,２２７万６千円障害者
４万９,０７３円５６億９０９万７千円子育て
１万８,４６１円２１億１,０１２万２千円生活扶助

環境・ごみ処理（衛生費）
８,５８７円９億８,１５４万３千円保健衛生
６９９円７,９８７万８千円公害対策

１万６,９６７円１９億３,９２７万２千円清掃
産業振興（農林業費・商工費）

７７２円８,８２５万８千円農業
１,３３９円１億５,３０９万２千円商工

生活基盤（土木費）
１万５,００３円１７億１,４７８万６千円道路

３２９円３,７６３万円河川
４５９円５,２４５万円公園

教育・文化（教育費）
８４９円１億２１８万２千円幼稚園

１万１,６１９円１３億２,８０６万５千円小学校
５,１１４円５億８,４５７万８千円中学校
３,２０４円３億６,６２２万４千円図書館
１,７４２円１億９,９１１万９千円公民館
８１７円９,３３７万６千円社会教育
２,７１８円３億１,０６８万３千円スポーツ

防災（消防費）
１万２,５２６円１４億３,１７３万１千円消防

借金返済（公債費）
２万７,８３９円３１億８,１９７万４千円市債元金利子償還

民生費…障害者福祉、児童福祉、高齢者福祉、生活保護、
　健康医療などの事業に要した経費
総務費…財産管理、人事、徴税、戸籍、選挙、統計調査な
　ど、他に分類されない事業に要した経費
教育費…学校教育、生涯学習、スポーツ振興などの事業に
　要した経費
土木費…道路、公園、区画整理などの事業に要した経費
公債費…市の借金（市債）の返済や一時的な借り入れをし
　た場合の利息支払いに要した経費
衛生費…保健衛生、公害対策、ごみ処理などに要した経費
その他…議会運営、産業振興、消防などに要した経費

◆性質別支出の状況
市民一人当たり決算額性　質

７万６６０円８０億７,６４８万４千円人件費
４万８,１１１円５４億９,９０７万１千円物件費
１,５３４円１億７,５３２万３千円維持補修費

５万３,７３９円６１億４,２４０万２千円扶助費
２万５,５４５円２９億１,９７４万円補助費等
２万７,８７２円３１億８,５８１万６千円公債費
３,７５５円４億２,９１９万１千円積立金

１,２７６円１億４,５８７万円投資および出資金・
貸付金

３万３,２６７円３８億２３７万９千円繰出金
０円０円前年度繰上充用金

１万３,６８６円１５億６,４２８万９千円投資的経費
※性質別の金額は、「一般会計」と「公営事業会計以外の特別会計」
の数値を組み替えて作成した決算統計（地方自治体の決算について
の統計）上の数値です。

◆市税収入の状況
市民一人当たり決算額税　目

６万９,８７８円７９億８,７０１万７千円個人市民税

５,６１０円６億４,１１６万７千円法人市民税

５万２,１３１円５９億５,８５６万８千円固定資産税

１万１,７７８円１３億４,６１９万２千円都市計画税

５,１３０円５億８,６３３万４千円市たばこ税

５５２円６,３１５万円軽自動車税

１４万５,０７８円１６５億８,２４２万８千円合計

１３万６,６８１円１５５億９,８５８万９千円（参考）
１８年度決算額

※２０年３月３１日現在の人口：１１万４,３００人

　１９年度決算がまとまりましたので、その概要について

お知らせします。

　１９年度の一般会計決算額は、歳入額が３３０億２,１３７万

３,５０６円、歳出額は３２０億２,６１８万８,８８３円となりました。

また、一般会計と国民健康保険・老人保健・介護保険・

下水道事業・受託水道事業の５つの特別会計を合計した

歳入額は、６０６億１,８０８万４,８２１円、歳出額は５９４億８,４２２万

９,２８９円となりました。

　詳しくは財政課�４７０・７７０６へ。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計一般会計 　一般会計は、市民の皆さんに納めていただく市税を中心に、地方交付税や国・都支出金、
市債などを財源として、公共施設の整備、福祉、保健衛生、消防、教育など、市民生活を
支える基本的経費が計上されています。

歳 入歳　入

決算のあらましおよび１９年度財政健全
化比率等の公表は、２面に続きます。�

歳 出歳　出

　一般会計の歳入は、市税が税制改正の影響や景気回復

による所得の伸びなどに加えて徴収率の向上により増加

し、地方交付税、国庫支出金なども増加しましたが、三

位一体改革に伴う措置として創設された所得譲与税が廃

止されたことにより地方譲与税が大きく減少し、地方特

例交付金、都支出金、市債なども減少したことで、前年

度に比べ１.６％の減少となりました。

　また、歳出は、社会保障関係の義務的経費や特別会計

への繰出金が増加したものの、土地開発公社への元利償

還が皆減し、街路事業費などの投資的経費が減少したこ

とで、前年度に比べ１.８％の減少となりました。

　今後も歳入の減少と社会保障費など歳出の増加が見込

まれることから、市では、より一層の歳入確保と経費削

減に向けて事務事業の見直しを継続して行うとともに、

適正な執行管理に努めていきます。

　今年一年間「広報ひがし
くるめ」をご愛読いただき、
ありがとうございました。
　次号は２１年１月７日に発
行します。　


